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その他のタイトル pour the glass in vs. das Glas eingieβen :





















（2） theCD om tbeplayer  




‘the glass’はむしろ不変化詞ein‘in’の意味上の目的語に相当する。する  
と（3a）のdas Glas‘the glass’は，（3b）に示すように，不変化詞ein‘in’  
に対応する前置詞inの目的語の位置から動詞の目的語の位置に移動   
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やschieben‘push’は（5a）（6a）のように方向の前置詞句を選択するにもかか   
＊pourtheglassinvs．dasGlaselngieL3en  






























条件を満たすのは1aden‘load’，gieL3en‘pour’などの漸増的対象を目的語   




The direc七0切ec七ofa transi七ivelocative verb may be omitted only   










StatueS／withthehay／withhay，When…  （Rapp1997：516）  
対象がwitbないしmit‘wi仇’により具現される場合，（9b）（9c）のように可  
算名詞である対象が不定冠詞や定冠詞により限定されていると不自然であり，  









（2001a）などであげられている不変化詞eim‘in’およびau．f‘on’を持つ   
＊pourtheglassinvs．dasGlaselngieL5en  


























ろう。   
（12）GPにおいても，BE－Sと同様，gOalに移動する対象は漸増的性質を持  
つ質量名詞もしくは複数名詞である。  
この点は，次の例から裏付けることができる。   



























が可能というわけではない。   
（16）a．ErschmiertdieSchulau短abeninsHeft．  




He BE－SCribblesthenotebookwiththehomework－PI．  
c．＊ErschmiertdasHeftmitdenSchulau短abenein．  




























b．＊ErklebtdasAlbummitFotosein．（＝17c）   
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Hesticksthealbumwithphotosin  
（21）a．ErはdtdenWagenmitⅨistenau£  






















にバターを「塗り込む」という出来事があらわされているために可能になる。   
次に考察すべきは，もちろんなぜ（22）の制約が存在するのかという点である  
が，この間題を扱う前に次節でまず英語のGPについて考察し，さらにドイツ  
語と英語におけるGPの相違について議論する。   






























持つ形容詞であると考えられるが，Ⅵ晦cbsler（2005：263）はdirtyやwetと   
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（＝3a）   （28）a．Er即応dasGlasein。  
Hepouredtheglassin  
b．ErluddenWagenauf：  









（＝24a）   （29）a．ShewipedthetableofE  
b．Shewipedthetable．  
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（30）a．＊Hesmearedhishandson．  
b．Hesmearedhishands（withtheointment）．  




（31）a．pourthebucketout   ＊pour hebucket（McIntyre2003：119）  
b．pumpthecellarOut   ＊pumpthecellar  












（34） AIsichindieKticheglng，gOL3ichBierein．  
WhenIinthekitchenwent，pOuredIbeeTin  




ばならない。これに対してドイツ語の不変化詞動詞eingieL3en‘pourin’に   




（35） ErgoL3Bierhinein．  
HepouredbeerHIN－in  





onto the moun七ain－ACC  
FPpre。  ／／／へ、  
F払r。。  
PP  ／／／へ、、  
Pl）  DP  






Heloadedthe carHIN－in  
b．DieR6hre str6mtaus／＊heraus．  
The tube streams out／HER－Out  
さて（33c）でみたように，英語のpourinの場合はinの意味上の目的語が文  
脈から明らかになっていなければならないのであるから，このinはドイツ語   
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範暗を含んでいるためにGPを許さないと説明されることになる。4   
次に，不変化詞ein‘in’およびauf‘on’を持つ動詞のGPには，なぜ（39）  
の制約が存在するのかという問題に戻ろう。  











わば溢れ出てしまい，出来事の有界性を保証できないからである。   
さらにこの点から，ドイツ語における他の不変化詞においてGPが認められ   












b．＊Siewebtden Sto仔mithtibschenMusterndurch．  
（42）a．SieumlegtendasGrabmiもBlumen．  











結果構文に関する議論に依拠するLevin＆Sells（to appear）は（44a）ではそ  
のような移動は生じていないと考えている。   
（44）a．shewipedthetableof£  （＝24a）  
b．SiegoL3dasG・1asein．  
Shepouredtheglassin   
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b．Thedogbarkeditselfhoarse． （ECM：結果構文）  
c．Iatemyselfsick．  （ECM結果構文）   
Levin＆Se11s（to appear）は（44a）を閉鎖スケールという観点から説明する  




（46）a．pourthebucketout  ＊pourthebucket  
b．pumpthecellarout  ＊pumpthece且1ar  









d．denLaden auskaufen  
theshop ouもーbu．y  
＊denEimergie乃en  
thebucketpour  
＊den See茄．schen  
the lake fish 
＊denKellerpumpen  
thecellarpump  
＊d I．adenkaufen  
theshop buy   
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e。die Kiste auskramen   ＊die KistekTamen   
theboxout－rummage theboxrummage  
£ das Glas ausschliiTfbn  ＊das G・1as sch旭rfbn   
theglassout－Slurp  theglassslurp  
g．eineWundeausschwemmen ＊eineWundeschwemmen   
awound out，－WaSh  awoundwash  
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h．denⅨnochen／das Fleischabknabbern   
thebone／the meatofF・nibble   
＊denKnochen／＊das Fleischknabbern  
thebone／the meatnibble  
i．den See、abfischen  ＊den Seefischen   









（48） ShewipedthB－thTSioffthe七able。  
⊥…＿＿ l  
この分析においては，GPの契機は動詞の目的語の抑制ないし非実現にある。  
目的語の位置が空くことにより，そもそも格を付与できない不変化詞の意味上  






不定詞句の意味上の主語となることができる。   
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（49） 加nsparka（血）b11nden如け（NorⅣe由an：Å払rli1985：75）  








起できない。すなわち，（51）のbordet‘the table’は「主語」としての性質  
を持てないわけである。Ⅰ．evin ＆ Sells （to appear）は，英語の（52）  
のようなGPが生じている文では，除去（removi喝）という出来事ではなく，  
clearthetableやemptythetubと同様にある場所の状態（stateoflocatiom）  
の変化について述べていると指摘するが，この分析では（52）のtbe countey  
やtbe clotbを「主語」と見なすことになってしまい，ノルウェー語の（51）  
は扱えないことになる。  
（51） Kellnerent卯ke七（av）bordet（＊av）．（Svenonius1996）  
Waiter－thewipedofftable－t，heoff  
（52）a．Shewipedthecoun七erof筑  
b．Herinsedthe clothout．  
5．  
本稿での議論は次のようにまとめられる。  
1）ドイツ語のein‘in’およびal且f‘on’を持つ不変化詞動詞にみられるGP   
においては，BE－Sと同様，gOalに移動する対象は漸増的性質を持つ。  
2）英語のpo11rinのような不変化詞動詞ではGPが認められないのに対し   
て，対応するドイツ語の不変化詞動詞ein由e鮎mではGPがみられるのは，   
前者の不変化詞は後者の不変化詞と異なり，機能範噂を含むからである。  
3）ドイツ語のein‘in’およびaⅥ．f‘on’を持つ不変化詞動詞にみられるGP   
における卯alは「3次元の容器」でかナればならない。この制約は，漸増   
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的対象が移動する出来事を有界化する必要から生じる。  
4）英語のみならず，ドイツ語やノルウェー語も含めたデータを統一的に扱お   
うとする場合，実際にGroundが移動しているという分析が必要になる。  
注  









3 ちなみにドイツ語では，BE－Sに不変化詞や結果句を付加することはできない。   
（i）＊ErbehangtdieWandvoll／an／au£  
HeBE－hangsthewallfu11／on／on  
4 査読者から，ドイツ語のein‘in’ やauf‘om’を持つ不変化詞動詞にみられる  
GPを「編入」により扱う可能性を指摘していただいた。しかし，これらの不変   
化詞は文頭に生起可能であり，したがって統語的には「旬」（phra5e）を成して  
いることになる。一般には主要部のみが「編入」可能なのであるから，これら  
の不変化詞動詞において不変化詞が編入されているとは考えにくい。   
（i）AugEinhaterdenWagengeladen．  
On用nhashethe carloaded  
5 ちなみにBE－Sにおいては，通常，前置詞mit‘with’により具現する漸増的対  
象が（iii）のように数量詞により限定されていない限り，非有界の出来事をあらわ  
す。   
（i）ErbespritztediePassantenfunfMinutenlang／＊infunfMinuten．  
HeBE－SPlashedthepassersfiveminuteslong／infiveminutes   
（ii）Er bespritzte die Passanten fhnfMinutenlang／＊in funfMinuten mit  
Ⅵbssen  
He BE－SPlashed the passers five minuteslonghn five minutes with  
Water   
（iii）Er bespritzte die Passanten＊fbnfMinutenlang／in funfMinuten mit  
einemI．iterVVasser．  
He BE－SPlashed the passers five minuteslon釘in five minutes with a  
literwater  （Rapp1997：522）  
BE－Sと（40）の相違は，もちろん不変化詞の存在によってもたらされる。  
6 ab‘ofr’が用いられている（i）におけるgoalは「皿」であり，2次元的な実体   
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である。つまり，ein‘in’やauf‘onの場合と異なり，不変化詞がab‘0ff’   
の場合のGPには（39）で指摘した「goalは3次元の実体である『容器』でなけ   
ればならない」という制約は存在しない。   
（i）ErwischtedenTellerab。  
Hewipedtheplateoff  
7 McIntyre（2001a）は，さらにan‘on’とlos‘off’についてもGPは認めら   
れないと指摘している。Stiebels（1996：105）はan‘on’が用いられている（i）   
ではGPが生じていると指摘するが，軌rmbrand（1998）が主張するように，   
（i）のgrtine Farbe‘green color’は対象が「降格」したものではなく，もとも   
と付加詞であると考えられる。それは，（iib）のように，描かれる対象である「顔」   
は前置詞句に生起できないことから示される。   
（i）SiemaltdenSchrankmitgrtinerFarbean。  





（帆rmbrand1998：282）   
また，losはab‘0仔’と類似の意味を持つが，前置詞としての用法を持たない  
ためここでの議論に関与しない。  
8 ただし也ber‘0Ver’については次の例がある。   
（i）EinBehalterlaufuflutet／quillttiben（McIntyre2001a：277）  
Acontainerruns／noods／st，reamS OVer   
（i）は「容器から（液体が）溢れる」という意味であるが，この場合の主語も3  
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